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Ⅰ．は じ め に

心室細動はときに諸検査で心臓に異常の認められ

ない例にも発症し，特発性心室細動としてよばれて

いた1）～5）．また日本では，若年者が夜間突然死する

ことも古くから知られていた6），7）．これらの報告に

みられる心電図には，不完全右脚ブロック，ST変

化，左軸偏位などわずかな異常が指摘できるが，い

ずれも非特異的所見とされてきた．

1992年，Brugadaらがそれまでの特発性心室細動

例の心電図の特徴を報告し，特発性VFのなかに

clinical entityが確立された8）．同年我々はJ波を伴う

特発性VF例の1例を報告し9），翌1993年，8例の特

発性心室細動例のうち4例でQRS後半のノッチに注

目して報告した10）．このJ波に（当時QRS後半のノッ

チとして報告）は，Ⅱ，Ⅲ，aVFと左側胸部誘導にみ

られることと，徐脈依存性に増大するなどの特徴を

有していた．これはBrugada症候群の心電図所見と

心電図QRS波形にノッチのある特発性心室細動
―J Wave Prominent Idiopathic VF―
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心臓に器質的疾患の認められない特発性心室細動では，軽度の心電図変化が認め

られており，このなかから特徴的なBrugada症候群が確立された．本症はJ波，ST

部分の奇妙な上昇からなり，細胞電気生理学的にもNa+チャネルの異常とこれによ

るItoの変化で説明ができるようになった．この心電図変化は自律神経，抗不整脈薬

および心拍数などで修飾される．一方，我々はJ波を主徴とする特発性心室細動を報

告した．その特徴は，Brugada症候群の様なST上昇は認めず，J波を下壁と左側胸

部誘導に認め，また徐脈依存性にJ波が増大することであった．なかにはJ波は一過

性に出現し週の単位で消失していく例があった．その後同様な症例の報告が散見さ

れている．徐脈依存性のJ波の増大には徐脈依存性の伝導異常も考えられるが，現時

点ではItoとの関連で最も良く説明できると思われる．今後多様と思われる特発性心

室細動において，J波，ST上昇および不整脈の発生におけるItoを中心にした統一的

な成因や機序の解釈が待たれる．
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は異なる特発性心室細動の存在を示唆しており，特

発性心室細動といってもおそらく多様であるので，

臨床的にも柔軟に対処する必要がある（表1）．ここ

ではBrugada症候群に対し，J wave associated VF

として述べる11）．

Ⅱ．J Wave Prominent Idiopathic VF

1．臨床像

1993年，特発性VF例8例の検討でQRS後半に

ノッチを示す4例が認められた（図1）．全例失神の

既往と，心室細動または多形性VTが記録されてい

たが，その発生時間は夜間であった．8例全例にお

いて諸検査で心臓疾患は否定され，ECHOおよび

Coxackieなどウイルス抗体も陰性であった．家族に

突然死，失神あるいは不整脈例は認められなかった．

QT間隔は正常で，デルタ波も認められなかった．

また抗不整脈薬を服用しておらず，また1ヵ月から

1年前の心電図の確認できた例では，このような

ノッチは認められなかった．

2．J波の出現誘導

全例でJ波は下壁誘導（Ⅱ，Ⅲ，aVF）と左側胸部

誘導（V3～V6）にみられた（図1）．これはBrugada症

候群8）での心電図所見のみられる部位とは異なって

いた．1例でV1～V2にsaddle-back様のST上昇が同

時にみられた．

これらの症例のJ波にはいくつかの特徴が認めら

れた．その第1は，徐脈依存性にその波高が増大す

ることであった．すなわち，3例で心室または心房

性期外収縮により次のRR間隔が延長すると，それ

に伴いJ波は増大した．1例は一過性の心房細動の合

併例で，RR間隔が延長するときに限ってQRSの後

半部にノッチが出現し，先行RR間隔の延長するほ

どノッチは増大した．

電気生理検査時にも，心房または心室刺激の中止

時にRRが延長すると，J波は増大する所見が繰り返

し認められ（図2），先行RR間隔とJ波の波高は正相

関を示した．1例でJ波は失神と多形性VTが確認さ

れてから1週間後には消失した．

3．心室不整脈の発生

図2に示すように，心室刺激などでRR間隔が延

長するとPVCが出現し，増高したJ波に続くPVCか

らそのままVFに移行した．本例は13歳男子で，繰

り返すVFに対するカテーテルアブレーションの可

能性を考え他院から転送された．VFに対して200回

以上の回数のDCが施行されており，リドカイン，

プロカインアミド，ベラパミルおよびフェニトイン

は無効で，プロカインアミドではむしろ増悪が考え

られた．

転院当日の夕方以降も非持続性VTが頻発し，VF

に移行した．VF発生時のトリガーとなるPVCを12

誘導心電図で繰り返し記録した．VF出現直前に

PVCが2段脈で出現し，J波の増大を伴っていた．

多くのPVCは右脚ブロック型を示し，左室後側壁起

源と想定された．左脚ブロック型のPVCも1種類み

られた．

電気生理検査でVFに先行するPVCのマッピング

を行った．予想どおり左室の後側壁が起源で，この

部位からのペースマッピングでVFに先行するPVC

と同一の波形が得られた．この部位に電極を置いて

観察すると，PVCから非持続性VTや心室細動に移

行するときに，電位のfragmentationがみられた．

右室に心室期外刺激を与えたときに，左室のPVC起

源での電位が分裂した（図3）．当時はDCによるカ

テーテルアブレーションであったが，50Jと100Jで
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表1 特発性心室細動の病態

心電図で特徴的なもの

1）Brugada症候群

2）非Brugada症候群

1）Variant of Brugada syndrome

2）J Wave prominent VF

3）Short coupled PVC caused VF

4）CPVT

心電図が正常

上記以外の特発性心室細動



通電を行った．後日右室起源のPVCにもDC通電を

行い，VFは小康状態となった．以後3ヵ月間再発は

消失し，その後ICD治療に移行した．本例はVFに

先行するPVC起源に対するアブレーションの最初の

報告であるが，同時にJ波も消失した．これはアブ

レーション部位とJ波の関係を示唆している．

4．その他のJ波

約700例の成人健診例での心電図でJ波の有無を

検討すると，約7％にJ波が認められる．J波の出現

する誘導部位は下壁誘導または左側誘導が中心で

あった．これらの例は，全例失神歴はなくその他の心

電図所見も正常であった．また，期外収縮または心

房細動の出現例では，期外収縮または心房細動のた

めにRR間隔が変動しても，J波の波高は不変であった．

5．J波を伴う特発性VF例の報告

J波を伴う特発性VFの報告がある．第1回のJ-

IVFSでも同様の4例の報告がなされた．籏らは2例

のJ波を示す男性例を報告した12）．1例目は26歳で，

就寝中にうなり声を上げ呼吸停止が生じた．救急隊

の心電図でVFが確認された．搬送先の病院で数回

のVFが発生しDC通電がなされた．洞調律時の心

電図でV3～V6でJ波を認めた．V1～V4でSTは上昇

していたが，Brugada症候群に特徴的な所見ではな

かった．ジソピラミドでJ波は不変であった．心臓

エコー，心臓カテーテル検査で異常は認められず，

右室心内膜心筋生検でも異常は認められな
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図1 J波の12誘導心電図
J波は下壁と左側胸部誘導で明らかである（矢頭）．またPVC後のRR間隔が延長す

ると，J波は増強し，胸部誘導記録時にはVFに移行した．〔文献9）より引用〕



かった．右室からの3連の期外刺激でもVT/VFは

誘発されなかった．ICDを植込み経過観察となった．

退院8日目にelectrical stormとなり再入院となっ

た．VFは夜間から早朝に集中し，メキシレチンでJ

波が一時的に消失した．そのためメキシレチンを投

与し，その後イソプロテレノールに変更するとJ波

はみられなくなった．以後ICDの作動もみられなく

なった．

2例目は36歳男性で，夕方（18時30分ごろ），職場

で会話中に意識を失った．救急隊のモニタ心電図で

VFが確認されDC通電するも無効で，他院に搬送後

のDC通電で洞調律となった．組成後の心電図でV4～

V6にJ波を認められ，Ⅱ，Ⅲ，aVFおよび胸部誘導

にSTの軽度も上昇がみられている．心臓カテーテ

ル検査を含め諸検査で異常なく，電気生理検査で3

連の期外刺激でVFは誘発されなかった．ICDの植
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図2 RR間隔とJ波および心室性不整脈
図1と同一症例．右室ペーシングを中断することでRR間隔が延長するとJ波は増強し，VFが誘発された．非持続性VFも含めて，

これらの所見は再現を示していた．〔文献9）より引用〕

図3 VFに先行するPVC起源の異常電位
図1，2と同一症例．VFに先行するPVCをマッピングで同定して同部位に右電極カテーテルを留置した．右室からの

期外刺激を与えると，同部の電位がfragmentationを生じ，その周期は不規則でかつ速い．



込みは拒否され外来観察であるが，PVCやNSVTは

認められない．

同研究会で高木らも38歳男性と46歳の男性の2例

を報告している13）．1例目では主訴の意識消失発作

が繰り返し生じている．入院時の心電図所見はQT

間隔も含め正常範囲内であった．J波は1例目では，

Ⅰ，Ⅱ，aVL，aVFとV4～V6で明らかであった．VF

はT波の下降脚からのPVCで開始していた．J波は

イソプロテレノールで減高し，ジソピラミドとプロ

プラノロールで増高した．2例目は意識消失時にVF

が認められ，除細動がなされた．そのときの12誘導

心電図でQT間隔を含めて異常所見はなく，Ⅱ，Ⅲ，

aVFにQRSの終末部にノッチがみられた（aVFで最も

顕著）．両例とも，心臓エコーやカテーテル検査で

異常は認められなかった．他にもV1～V3以外の部

位に J 波を伴う特発性 VF 例が報告されている

が14）～21），1例ごとにJ波の特徴を検討していく必要

がある．

Ⅲ．考　　　案

1．J波連関特発性心室細動

我々の当初の4例と10），昨年の本研究会で報告さ

れた4例12），13）はV1～V3以外の誘導でJ波を示し，全

例でVFまたは多形性VTが確認されている．全例

男性で，年齢は13～51歳の範囲と若年者であった．

発作は，夕方（18時30分以後）から早朝までに，夜

間に集中していた．またJ波は日から週の間で消失

する例があった．しばしば先行RRの延長に伴いJ波

は増強し，これは検診例に認めたJ波とは異なる挙

動と思われた．

VFに先立ち，PVCやNSVTの頻発を認める例が

あり，1例でPVC起源を同定しカテーテルアブレー

ションを行い，頻発するPVCとともにVFの消失を

みた9）．これまでの6例では，J波はⅠ群薬で増強ま

たは不変，イソプロテレノールで減高，プロプラノ

ロールで増高を認める例も確認された．これら抗不

整脈薬や自律神経のJ波の影響は，Brugada症候群

のJ波とST異常でも認められており22），両者に共通

の成因を想定させる．

Brugada症候群とこの心電図上の相違点は，①胸

部誘導に典型的なST上昇がない，②J波の出現部位

は左側および下壁誘導である，③徐脈依存性にJ波

の増高を認める，④VFに先行するPVCは右室流出

路ではない，などがある．

共通点はVFの発生時間帯が夕刻以降の夜間に集

中しており男性が主である以外に，心電図では①J

波を有すること，②おそらくⅠ群薬によるJ波（およ

びST上昇）の増高，などがある8）～14）．一部の例では，

J波は一過性にのみ認められた11）～13）．

2．J波の成因

Brugada症候群やここでのJ波の成因を検討した，

Antzelevitchらの一連の業績がある23，24）．Brugada

症候群でのV1～V3に認める心電図変化は，右室流

出路では心内膜側と心外膜側の心筋におけるItoの差

異が大であるためとしている23）．I群薬でNa電流を

抑制するとItoはJ波の増強をもたらすとともに，活

動電位のプラトーの減少と活動電位のドームの消失

をもたらし，Brugada症候群に特徴的なST上昇を

もたらしたりそれを増強する15，16）．活動電位のドー

ムの消失と持続時間の短縮は，近接する心筋（内膜

側）との間で第2相リエントリをきたし，VFの原因

となる24）．細胞電気生理学的に，J波は先行の拡張

期間隔が延長すると増高することも確認されており23），

ここでのJ波連関特発性心室細動におけるRR間隔と

J波高との関係もよく説明できる．Brugada症候群

もJ波の特徴的な特発性VFも，成因や増悪に果た

すItoの役割は大と思われる．

Brugada症候群では一部にSCN5Aの遺伝子異常

が報告されている25）～27）．この遺伝子異常によるNa+

チャネル機能異常によりNa電流は減少し，Ⅰ群薬

と同様な機序でBrugada症候群の心電図変化をもた

らすと考えられる．

今後，遺伝子検索を含めてItoを修飾する因子を検

討するなかで，Brugada症候群や類縁の特発性VF

が明らかにされていくことが期待される．
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